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Ti-アパタイト複合材料膜を、基板上に得る方法
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本技術のアピールポイント

低温下で粉体を基板に超音速で衝突させて（コールドスプレー法*）、複合材料
膜を形成する方法

生体骨材料は、削られても内側から生体骨材料
が現れるため、優れた耐久性を持つ

お問い合わせ先：
国立大学法人東京科学大学 産学共創機構
ind.ip@adm.isct.ac.jp

粉体供給機 基板
超音速流れ

■コールドスプレー法
粉体を高速で基板に衝突させ、基板と粒子の
界面で塑性変形させて厚膜を堆積する方法
1）大気中で緻密な被膜が施工可能
2）酸化や熱の影響を抑制可能
3）厚膜の施工が可能
4)  成膜速度が速い
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■アパタイトコートTi の生成

膜が堆積する
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